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2009年度  IGES 関西研究センター国際シンポジウム

家庭のCO2大幅削減に向けて
～国内外の先進事例から学ぶ家庭の低炭素化～

プ   ロ   グ   ラ   ム
13：30 開会あいさつ

　吉本　知之　兵庫県副知事
　鈴木　　胖　IGES関西研究センター所長
　サイモン・フィッシャー　英国総領事
　竹本　和彦　環境省地球環境審議官

13：50 基調講演
英国の低炭素社会構築に向けた挑戦
　ロビン・ディケンソン（Carbon Label Company 国際事業担当シニアマネージャー）

14：20
　

事例紹介
ロンドンでの家庭におけるCO2 削減に向けての取組
　アンドリュー・ロング　（Ten Lifestyle Management Ltd. 最高執行責任者）
うちエコ診断事業の紹介 ～家庭部門 低炭素化への一歩～
　松尾　雄介（IGES研究員）

15：20～15：30 休憩

15：30 パネルディスカッション
家庭部門の低炭素化に向け必要なこと

　　浜中　裕徳（IGES理事長）

　　アンドリュー・ロング（Ten Lifestyle Management Ltd. 最高執行責任者）
　　ミリ・マズムダル（TERI 環境エネルギー技術部門副部長）
　　下田　吉之（大阪大学大学院工学研究科教授）
　　近藤　保光（北九州環境局環境政策部環境学習課長）
　　松尾　雄介（IGES研究員）
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プロフィール

●基調講演

ロビン・ディケンソン（Robin Dickenson）
Carbon Label Company 国際事業担当シニアマネージャー

　Carbon Label Company は、Carbon Trust の子会社です。Carbon Trust の支援業務のひとつである、企業のカーボン・フッ
トプリントの認証と発信を補完する目的で、2007年に設立されました。Carbon Label Company は、特に製品やサービスのラ
イフサイクルにおける温室効果ガス排出量の測定、認証、削減および表示に関わる支援を行っています。
　ロビン・ディキンソンは Carbon Label Company の国際事業担当マネージャーとして、Carbon Reduction Labeling 
Scheme（Carbon Trust が開発した炭素削減ラベリングのシステム）に参加する海外（英国外）企業の利益確保を任務としています。
　2008年にCarbon Label Company に参加する前には、IT 事業のほか、英国における大規模な再生可能エネルギー事業や国際
的な組織のサプライチェーンにおける温室効果ガス排出量の算出方法の確立に携わっていました。物理学で学士号、情報システム学
で修士号を取得しています。

●事例紹介

アンドリュー・ロング（Andrew Long）
Ten Lifestyle Management Ltd. 最高執行責任者

2 排出に関するエネルギー効率向上へのサポートを目的として Ten 
Lifestyle Management Ltd. とロンドン開発庁によって2年にわたり開発された先駆的なサービスで、現在ロンドン市内33区全
てで展開されています。
　2007年に Ten社はG-ten 部門を設立。主にロンドン市（ロンドン開発庁）が進める事業共同者として参画しています。2010

松尾　雄介 ）けすうゆ　おつま（ 
財団法人地球環境戦略研究機関　関西研究センター 研究員

京都生まれ。龍谷大学経済学部卒業後、三和銀行（当時）、グッドバンカー（エコファンド投資顧問）を経て、スウェーデンのルン
ド大学  国際産業環境経済研究所環境政策大学院に留学。環境マネジメントおよび環境政策を学ぶ。環境政策修士。2004年より現職。
専門は地球温暖化とビジネス。

●コーディネーター

浜中　裕徳（はまなか　ひろのり）
財団法人地球環境戦略研究機関　理事長
慶應義塾大学環境情報学部　教授

東京大学工学部都市工学科卒業。35年以上にわたり、環境省において地球環境政策の分野で活躍。特に、京都議定書とその実施ルー
ルに関する政府間の交渉、2002年の持続可能な開発に関する世界首脳会議で同意されたヨハネスブルグ実施計画などの持続可能な
開発分野の主要な合意、また、国際的な環境合意（特に京都議定書）を実施するための国家政策の作成に尽力。主な前職として環境
省地球環境審議官。2007年 4月より IGES理事長。



●パネリスト

ミリ・マズムダル（Mili Majumdar）
The Energy and Resources Institute（TERI）、サステイナブルビルディングサイエンス、
環境・エネルギー技術部門、副部長　

Jadavpur University 学士（建築学）、　IIT-Chennai 修士（ビルディングテクノロジー /土木工学）取得後、建築コンサルタントを
経てTERI では16年間にわたり持続可能な発展と居住空間に焦点を置き、グリーンビルディング（商業用・居住用含む）に関わる技術・
経済・政策面を含めたコンサルティングや啓発活動をインド各省庁・国際機関、企業向けに行っています。グリーンホスピタルビルディ
ングのCDM方法論の開発、エネルギー査定も行いました。インドの気候変動国家行動計画の下で定められたミッション「持続可能
な居住環境」、Energy Conservation Building Code 2007, インド国家建築規準などの策定に貢献しました。また近年、インド
の新・再生可能エネルギー省（MNRE）によって国家の格付けシステムとして採択されたGRIHA（Green Rating for Integrated 
Habitat Assessment）の基となったTERI-GRIHAの発案及び開発指揮者です。

下田　吉之（しもだ　よしゆき）
大阪大学教授（工学研究科環境・エネルギー工学専攻）

大阪大学大学院工学研究科環境工学専攻後期課程修了（工学博士）後、大阪大学助手（工学部環境工学科）、同助教授（先端科学技
術共同研究センター）等を経て平成19年より現職。平成13年３月～９月には米国 Lawrence National Berkeley Laboratory 
客員研究員。専門は都市エネルギーシステムで、都市民生部門エネルギー消費（家庭・業務部門）の実態把握とモデル化および将来
予測、地域冷暖房システムなど建物熱エネルギーシステムのシミュレーション、エネルギーシステムの環境影響評価、ヒートアイラ
ンド現象と人工排熱の関係およびヒートアイランド影響・適応策に関する研究に従事。

近藤保光（こんどう　やすみつ）
北九州市環境局環境政策部環境学習課長

北九州市役所入職。1976年４月１日。入職以来、主として、環境行政、下水道に従事。環境局では、大気汚染対策、エネルギー政
策を担当。下水道では、下水ポンプ場、下水処理場建設を担当。海外経験は、ＪＩＣＡ専門家として、大気汚染調査、下水道管理な
どの技術指導でイラン、インドネシアへ赴く。現職は、平成20年４月から従事している。

■Carbon Trust ）ygrene/ku.oc.tsurtnobrac.www//:ptth（ 
カーボン・トラスト（Carbon Trust）は、2001年 に英国政府によって独立企業として設立されました。その使命は、さまざまな組
織と共同で炭素排出量削減や商業用低炭素技術の開発に取り組むことにより、低炭素経済への移行を加速化することです。 財源の一部
は気候変動税からまかなわれ、省エネ設備の導入のための中小企業向けの無利子ローンなどの支援策を運営しています。

■Ten Lifestyle Ltd.（www.tenlifestyle.com）
1998年、英国ロンドンにて創立。職員数250名。支援者は14言語、300,000を超える。Virgin Fast Track 100(サンデータイムス)
において 急成長している企業として64位にランク付けられた。2005年から2006年にかけてTen Lifestyle 社がロンドン市内33
区全てにおいて実施したGreen Homes Concierge Service (www.greenhomesconcierge.co.uk) は主にロンドン市内の家庭にお
けるCO2 削減およびエネルギー効率向上を目的としたサービスである。2007年にG-ten 部門を設立 (www.-g-ten.co.uk)。2010

(www.10easymeasures.
co.uk/index.aspx)
ビス提供を行っている。

■The Energy and Resources Institute （TERI: http://www.teriin.org/）
資源・エネルギー研究所（TERI）はエネルギー、環境および持続可能な発展に関する科学技術・政策研究、コンサルティング、アウトリー
チを行うNGOとしてはインド国内最大規模。国内外の政府や国際機関、民間企業からの委託を受け 貧困問題、気候変動からバイオテ
クノロジーまで幅広い分野のプロジェクトを実施している。インドや近隣アジア諸国の環境・エネルギー政策策定に貢献する一方、環境
教育にも力を入れている。TERI の理事長ラジェンドラ・パチャウリ博士は現在、気候変動に関する政府間パネル（IPCC）の議長を兼
任している。本部はニューデリーにあり、国内外に支所・拠点が存在する。職員数約800人程度。
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家庭のCO2大幅削減に向けて
～国内外の先進事例から学ぶ家庭の低炭素化～

プ   ロ   グ   ラ   ム
13：30 開会あいさつ

　吉本　知之　兵庫県副知事
　鈴木　　胖　IGES関西研究センター所長
　サイモン・フィッシャー　英国総領事
　竹本　和彦　環境省地球環境審議官

13：50 基調講演
英国の低炭素社会構築に向けた挑戦
　ロビン・ディケンソン（Carbon Label Company 国際事業担当シニアマネージャー）

14：20
　

事例紹介
ロンドンでの家庭におけるCO2 削減に向けての取組
　アンドリュー・ロング　（Ten Lifestyle Management Ltd. 最高執行責任者）
うちエコ診断事業の紹介 ～家庭部門 低炭素化への一歩～
　松尾　雄介（IGES研究員）

15：20～15：30 休憩

15：30 パネルディスカッション
家庭部門の低炭素化に向け必要なこと

　　浜中　裕徳（IGES理事長）

　　アンドリュー・ロング（Ten Lifestyle Management Ltd. 最高執行責任者）
　　ミリ・マズムダル（TERI 環境エネルギー技術部門副部長）
　　下田　吉之（大阪大学大学院工学研究科教授）
　　近藤　保光（北九州環境局環境政策部環境学習課長）
　　松尾　雄介（IGES研究員）
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